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維持管理に役立つデータ活用
c1:仮想空間プラットフォーム

【SIPスマートインフラの構築 サブ課題C】
市町村の道路インフラの維持管理に対する
効率化・高度化・戦略化に関するセミナー
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自治体の人材育成や維持管理の効率化、高度化に資するコンテンツを提供するために、専用のポータルサイトと仮想
空間プラットフォームを構築する。ポータルサイト／仮想空間プラットフォームは、北陸SIPの各小テーマの成果を集約し
てStep１～４で段階的に整備し、北陸地方の複数自治体での実装を目標とする。

目 的

仮想サーバ

小テーマA 小テーマB 小テーマC

小テーマA 小テーマB 小テーマC

小テーマH・・・

小テーマH・・・

共通

地図表示 等

ストレージ

オープンデータ
APIAPIAPIAPIAPIAPI

Step1
各テーマを統合した
ポータルサイトの構築

Step2
各テーマ間に利活用する
データの整備

Step3
各テーマプロセスデータ
の縦断的な利活用

Step4
各テーマ間データの
分野横断的な利活用

• 各テーマの個別データ
に対して関係者がアク
セスしやすい環境を構
築する。

• 各テーマの個別データ
を地図上での可視化、
閲覧可能な状態とする。

• 3Dデータと各テーマの
個別データを紐づける。

• 異なる維持管理プロセ
スの個別データの相関
性を整理したうえで、共
通データの縦断的な利
活用を図る。

• 各テーマや外部のオー
プンデータ等を連携さ
せて、分野横断的な共
通データの利活用を図
る。

×

×

現在 50年後

a橋
b橋

構造解析

必要な特性値を
非破壊検査結果から入力

現在の構造物群の健全性評価

ハイサイクルで予測

【現実空間】 【仮想空間】

将来の構造物群の健全性評価

データプラットフォーム

材料劣化構造解析

近接目視
モニタリング

※仮想空間構築Step2のイメージ

自治体が管理する橋梁での3Dデータ取得

図 プラットフォーム活用のイメージ 図 小テーマの全体イメージ

１．はじめに

ポータルサイト［Step１］… 主に教育コンテンツ、手引きやワークショップ等の情報を掲載する。
仮想空間プラットフォーム［Step２～４］…維持管理の効率化、高度化を支援するデータを提供する。
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全体構想

導入用HP

一般向けSIP紹介

ポータルサイト
（一般向け） トピック,イベント

ポータルサイト
（SIP関係者向け）

研究データ

教育コンテンツ

会議

動画,技術情報(一般)

手引き・ガイドライン

会員ログイン

研修会,セミナー(一般)

相互リンク

研修会,セミナー(会員)

事例,技術情報(会員)

問合せ窓口,知恵袋意見交換掲示板

Step1

仮想空間プラット
フォーム

個別施設表示

地図情報表示 システム利用

研究データ提供

システム利用

研究データ提供

Step2

定期点検の効率化機能 効率化支援情報

ニーズ調査と戦略

リンク

※ポータルサイトを
経由しなくても利用可

予算規模,人材
【不十分】

予算規模,人材
【十分】

予算規模,人材
【不十分】

予算規模,人材
【十分】

課題の認識
【不十分】

課題の認識
【不十分】

課題の認識
【十分】

課題の認識
【十分】

ニーズが無さそう
な自治体

一見ニーズが無
さそうな自治体

ニーズが有り,容易
に協働可の自治体

維持管理体制が
成熟した自治体

●

●●●

●●

●●●

●●

●●

●●

●●

●●

●

●

●●

●●

●●

提供コンテンツの種類

ポータルサイト／仮想空間

※グレーハッチは今後整備する予定の環境

Step3
Step4

維持管理の高度化機能 意思決定支援情報

災害時の支援機能 災害・復旧支援情報

自治体ニーズを踏まえた
データ連携による機能拡張

（常時データと非常時データの相互連携）

ポータルサイト／仮想空間プラットフォームの環境と
提供コンテンツ、提供戦略

２．統合システムの構想
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全体構想

２．統合システムの構想

導入用HP

一般向けSIP紹介

ポータルサイト
（一般向け） トピック,イベント

ポータルサイト
（SIP関係者向け）

研究データ

教育コンテンツ

会議

動画,技術情報(一般)

手引き・ガイドライン

会員ログイン

研修会,セミナー(一般)

相互リンク

研修会,セミナー(会員)

事例,技術情報(会員)

問合せ窓口,知恵袋意見交換掲示板

Step1

仮想空間プラット
フォーム

個別施設表示

地図情報表示 システム利用

研究データ提供

システム利用

研究データ提供

Step2

定期点検の効率化機能 効率化支援情報

リンク

※ポータルサイトを
経由しなくても利用可

ポータルサイト／仮想空間プラットフォームの環境と
提供コンテンツ、提供戦略

提供コンテンツの種類

ポータルサイト／仮想空間

※グレーハッチは今後整備する予定の環境

Step3
Step4

維持管理の高度化機能 意思決定支援情報

災害時の支援機能 災害・復旧支援情報

自治体ニーズを踏まえた
データ連携による機能拡張

（常時データと非常時データの相互連携）

一般向けの北陸SIP活動内容の紹介、イベント告
知やトピック、教育コンテンツを提供するためのサイト。
（対象:一般市民・自治体職員）

北陸SIPの会議資料、研究データ等の共有やワー
クショップの開催案内をモデル市町村を含む関係者
へ情報提供するためのサイト。
（対象:SIP関係者・モデル市町村）

モデル市町村向けに維持管理の効率化、高度化
を支援するデータを提供するためのプラットフォーム。
（対象:SIP関係者・モデル市町村）

令和6年能登半島地震の際に記録されたデータと
仮想プラットフォームの連携機能。
（対象:SIP関係者・モデル市町村）
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３．ポータルサイトの環境構築

【Step１】 ポータルサイト構築

一般向けおよび会員向けサイトは、オンデマンド・公開実験・ワークショップ等の人材育成プログラムにおいて活用する。

トピック

①一般向けサイト

教育コンテンツ

教育コンテンツ

オンデマンド
・教材として動画や資
料を掲載する
・各種ガイドラインや
手引き等を掲載する

トピック

トピック
・研究概要を示した記事を
掲載する

意見交換掲示板

ワークショップ
・意見交換を行う
・SIP関係者に相談
を行う

②SIP関係者・モデル市町村向けサイト
（会員向け）

意見交換掲示板

研究データ

データ保管
・研究テーマごとの成果デー
タの保管を行う
・データ連携に向けてテーマ
間でデータのやり取りを行
う

研究データ

スマートインフラマネジメント
システムの構築
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３．ポータルサイトの環境構築

一般向け（誰でも閲覧可能）とSIP関係者向け（会員向け）で役割を区別
一般向け:北陸SIPの紹介と人材育成を目的とした情報を提供するサイト（日本語・英語対応）
SIP関係者向け:研究データ共有と意見交換を目的としたデータ連携を目指すサイト

図 一般向けサイト 図 SIP関係者向けサイト

北陸SIP関係者のみ閲覧可（日本語版）誰でも閲覧可（日本語版と英語版）
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３．ポータルサイトの環境構築（トピック）

イベント情報
SIP主催のイベント告知

お知らせ
論文や記事の投稿のお知らせ

トピック
研究の紹介

教育コンテンツ
人材育成用コンテンツ

トピック名 （2026年1月時点）

橋梁迂回路計算

塩害環境の評価

補修方法の評価

タブレット橋梁点検

終局状態の構造的検証

短支間橋梁の省力型たわみ計測手法

海外における事業例調査

非破壊による点検診断

デジタルツインによる中⾧期予測法の開発

支承の性能評価

トンネルの維持管理の効率化・高度化

舗装の維持管理の効率化・高度化

ビッグデータを活用した橋梁の撤去による住民不利益の定量化
モデルの開発

GPS行動軌跡データを用いた橋梁通行制限時の道路利用影
響シミュレーション

教育プログラムの国際展開

能登半島地震への府省連携DX

スマートインフラマネジメント
システムの構築

8

３．ポータルサイトの環境構築（教育コンテンツ）

人材育成用コンテンツを現在10個掲載中
ガイドラインや新たなコンテンツを追加予定

投稿数タイトル章

1各種コンテンツ0

2はじめに1

１将来予想2

６短支間橋・⾧支間橋3

0トンネル4

0舗装5

0社会的重要性6

0体制・制度7

0おわりに8

コンテンツ名種類章

北陸地方の市町村が管理する短支間橋梁に
おける標準的な維持管理の手引き（案）教材0

【SIP】制度紹介動画動画1

【BRIDGE】制度紹介動画動画1

飛来塩分の影響【基礎編】動画2

弾性波法:ひび割れ深さ測定【基礎編】動画3

反発度法【基礎編】動画3

電磁波レーダ法【基礎編】動画3

短支間橋梁を対象とした省力型たわみ評価
および簡易耐荷性能評手法【基礎編】動画3

短支間橋梁を対象とした簡易補修【基礎編】動画3

鋼製支承の維持管理【基礎編】動画3
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【Step２】 各テーマのデータ利活用

各小テーマのデータを地図上や３D施設データ上での可視化
（橋梁などの施設情報との重ね合わせ）を行う。①地図情報
表示／②個別施設表示の環境を構築し実装した。

Step1
各テーマを統合した
ポータルサイトの構築

Step2
各テーマ間に利活用す
るデータの整備

Step3
各テーマプロセスデータ
の縦断的な利活用

Step4
各テーマ間データの
分野横断的な利活用

施設情報を地図上で検索・閲覧でき、かつ各小テーマ
の成果を重ね合わせて表示させる。

①地図情報表示

現地で取得した３Dデータを閲覧でき、そのデータ上に
各小テーマの成果を表示させる。

②個別施設表示

迂回路の評価

塩分環境評価

交通増加量

災害復旧情報

補修優先度・・・

位置情報と評価結果の情報等から作成

４．仮想空間プラットフォームの環境構築（地図情報表示）

北陸SIPの評価結果を順次追加

●詳細情報

●評価結果の表示

【機能①】【機能①】

【機能②】
【機能②】

任意の評価結果の表示が可能
※画面は「迂回路の評価」を表示
任意の評価結果の表示が可能
※画面は「迂回路の評価」を表示

【機能③】
タブレット点検
結果登録

【機能④】
3Dモデル登録

【機能③,④】

【Step3,４】
テーマ間の連携による機能拡張（データ創出）

・ 定期点検の効率化に資するデータ
・ 維持管理の高度化に資するデータ
・ 災害、復旧に資するデータ

【Step3,４】
テーマ間の連携による機能拡張（データ創出）

・ 定期点検の効率化に資するデータ
・ 維持管理の高度化に資するデータ
・ 災害、復旧に資するデータ

順次機能
を追加

スマートインフラマネジメント
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『記録を確認』をクリックしデータを
選択すると個別施設の表示に遷移

『記録を確認』をクリックしデータを
選択すると個別施設の表示に遷移

表示させたい評価結果をクリックす
ると評価した部材位置が表示される
表示させたい評価結果をクリックす
ると評価した部材位置が表示される

※画像の元データ（エ
クセル等）が出力可能
※画像の元データ（エ
クセル等）が出力可能

４．仮想空間プラットフォームの環境構築（個別施設表示）

●詳細情報

各種データを
位置で登録可能

【Step3,４】
テーマ間の連携による機能拡張（データ創出）

・ 定期点検の効率化に資するデータ
・ 維持管理の高度化に資するデータ

【Step3,４】
テーマ間の連携による機能拡張（データ創出）

・ 定期点検の効率化に資するデータ
・ 維持管理の高度化に資するデータ 順次機能

を追加

【Step２】 各テーマのデータ利活用

各小テーマのデータを地図上や３D施設データ上での可視化
（橋梁などの施設情報との重ね合わせ）を行う。①地図情報
表示／②個別施設表示の環境を構築し実装した。

Step1
各テーマを統合した
ポータルサイトの構築

Step2
各テーマ間に利活用す
るデータの整備

Step3
各テーマプロセスデータ
の縦断的な利活用

Step4
各テーマ間データの
分野横断的な利活用

施設情報を地図上で検索・閲覧でき、かつ各小テーマ
の成果を重ね合わせて表示させる。

①地図情報表示

現地で取得した３Dデータを閲覧でき、そのデータ上に
各小テーマの成果を表示させる。

②個別施設表示
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４．仮想空間プラットフォームの環境構築（データ連携状況）

【Step2-3】 データの連携状況

仮想空間プラットフォームでは、橋梁の各種諸元と北陸SIPの各テーマの分析結果とデータ連携して一元的
に閲覧できる環境を構築した。

通行止めとした際
の迂回路を表示
通行止めとした際
の迂回路を表示

飛来塩分量の
分布を表示
飛来塩分量の
分布を表示

スマートインフラマネジメント
システムの構築
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４．仮想空間プラットフォームの環境構築（データ連携状況）

通行止めとした際の
周辺道路の交通量
の変化を表示

通行止めとした際の
周辺道路の交通量
の変化を表示

【Step2-3】 データの連携状況

仮想空間プラットフォームでは、橋梁の各種諸元と北陸SIPの各テーマの分析結果とデータ連携して一元的
に閲覧できる環境を構築した。

健全性に加えて
社会的影響を考慮した
補修優先度を表示

健全性に加えて
社会的影響を考慮した
補修優先度を表示
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４．仮想空間プラットフォームの環境構築（データ連携状況）

【Step2-3】 データの連携状況

SIPでの分析結果の他に、自治体が記録している災害復旧時のデータを登録する機能を追加し、通常時の維
持管理データと災害復旧時のデータを一元的に管理できる環境を構築した。

スマートインフラマネジメント
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５．今後追加予定の機能（Step３-４）

【Step3-4】 各テーマ間のデータの分野横断的な利活用
各種評価をバックエンドでの計算処理し、橋梁諸元と共に表示する機能を追加する。
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５．今後追加予定の機能（Step３-４）






【Step3-4】 各テーマ間のデータの分野横断的な利活用
絞り込み機能で範囲を設定して将来的に維持管理が必要な橋梁を表示する。

スマートインフラマネジメント
システムの構築

16

５．今後追加予定の機能（Step３-４）

シナリオ1 シナリオ2 シナリオ3

既存データ

西暦

コ
ス
ト

西暦

コ
ス
ト

西暦

コ
ス
ト

【SIP成果】
健全性・塩害・ASR・
社会的重要性・安全余裕度

【Step3-4】 各テーマ間のデータの分野横断的な利活用
既存データとSIP成果を組み合わせた独自の将来予測を行い、維持管理コストを算出する。
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５．今後追加予定の機能（Step３-４）

■簡易補修分類機能（補修設計の省略・簡略化）
Ⅱ判定の橋梁のリスト及び収集データを組み合わせることでⅡ‐1～3の3分類※に出力する。
※適応可能な簡易補修の分類

■簡易補修適用可能性分類機能（戦略的維持管理）
Ⅲ判定橋梁のリスト及び収集データを組み合わせることでⅢ‐1～3の3分類※に出力する。
※簡易補修の適用可能性・補修レベルの見直しや経過観察に関する分類

Ⅱ判定橋梁→簡易補修分類

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
:

Ⅱ‐1
Ⅱ‐3
Ⅱ‐2
:

Ⅲ判定橋梁→簡易補修適用可能性分類

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
:

Ⅲ‐1
Ⅲ‐3
Ⅲ‐2
:

簡易補修の分類で補修
設計の省略・簡略化へ

簡易補修で対応可能
性のあるⅢ判定を分類、
戦略的維持管理へ

【Step3-4】 各テーマ間のデータの分野横断的な利活用

スマートインフラマネジメント
システムの構築
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６．おわりに（各サイトの概要および公開状況）

①導入用サイト ②一般向けサイト

https://hokurikusipmain.com/https://hokuriku‐sip.com/


